
令和6年11月1日発行

No.171
足利法人会

だより

孔先生が言った。「無欲で心が強く、決断力
があり、そして飾り気なく、言葉数の少ない
人は、理想の境地である仁に、極めて近い
存在の人と言える。」

通 釈子曰、剛毅木訥近仁。

し いわく、

「ごうき　ぼくとつは　じんに　ちかし。」と。

論 語 抄

栃木県立足利高等学校新校舎

（子路第十三㉗） 史跡 足利学校「論語抄」より
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故　相田　みつを
・ 大正13年、足利に生れる
・ 昭和17年、県立足利中学校を卒業
・ 同年、曹洞宗高福寺（家富町）の禅僧、武井哲應師に出逢い、
  在家のまま師事、仏法を学ぶ。平成3年12月逝去

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「にんげんだもの」より

あなたに語る心の言葉

表紙 ：栃木県立足利高等学校新校舎（１０月１日竣工式が行われました。グラウンドは１２月まで工事中）

令和７年度税制改正スローガン（全法連）

●「金利のある世界」が到来。新たな財政再建目標の策定を！

●企業への過度な保険料負担を抑制し、経済成長を阻害しない社会保障制度の確立を！

●中小企業は地域経済と雇用の担い手。本格的な事業承継税制の創設を！

●人手不足など厳しい経営環境を踏まえ、中小企業の活性化に資する税制措置を！
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ら
な
い
。

　
・
今
般
の
政
治
資
金
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
国
会
議
員
が
法
的
な
責

任
を
免
れ
る
な
ど
、
国
民
の
納
税
意
欲

を
著
し
く
阻
害
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
国

民
の
政
治
に
対
す
る
不
信
感
は
極
度
に
高

ま
っ
て
い
る
と
厳
し
く
認
識
し
、
政
治
資

金
規
正
法
の
不
断
の
見
直
し
な
ど
に
取
り

組
み
、
政
治
資
金
に
関
す
る
透
明
性
の

向
上
や
使
途
の
適
正
化
、
罰
則
の
厳
格

化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

１
．
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措
置

　
中
小
企
業
は
地
域
経
済
の
担
い
手
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
日
本
経
済
の
礎
で
あ
る
。

特
に
中
小
・
零
細
企
業
は
企
業
全
体
の

９
割
以
上
、
国
内
雇
用
の
７
割
を
占
め
て

い
る
。
そ
う
し
た
企
業
が
将
来
に
わ
た
っ

て
存
在
感
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
中
小

企
業
の
活
性
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

⑴
中
小
法
人
に
適
用
さ
れ
る
軽
減
税
率
の
特

例
15
％
の
本
則
化
、
適
用
所
得
金
額
の

引
き
上
げ
。

⑵「
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
」、「
少
額
減

価
償
却
資
産
の
取
得
価
格
の
損
金
算
入

の
特
例
措
置
」
の
拡
充
、
本
則
化
。

⑶
中
小
企
業
の
事
務
負
担
軽
減
等

2
．
事
業
承
継
税
制
の
拡
充

　
我
が
国
企
業
の
大
半
を
占
め
る
中
小
企
業

は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の
確

Ⅰ 

税
・
財
政
改
革
の
在
り
方

Ⅱ 

経
済
活
性
化
と
中
小
企
業
対
策

全
国
法
人
会
総
連
合
作
成
の
提
言
書
の
主
な
内
容（
概
要
）に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

税
制
改
正
提
言
に
つ
い
て

令和７年度
１
．
財
政
健
全
化
に
向
け
て

　
・
本
年
６
月
か
ら
始
ま
っ
た
定
額
減
税

は
、
企
業
や
地
方
自
治
体
に
多
大
な
事

務
負
担
を
強
い
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
活
用
す
る
な
ど
し
て
給
付
対
象
を
限
定

し
、
よ
り
高
い
政
策
効
果
を
目
指
す
べ
き

で
あ
っ
た
。
与
党
内
で
は
物
価
高
な
ど
を

背
景
に
来
年
度
も
継
続
す
る
よ
う
に
求
め

る
声
も
あ
る
が
、
政
策
効
果
が
不
透
明
で

企
業
の
事
務
負
担
が
重
い
減
税
は
継
続
す

べ
き
で
は
な
い
。

　
・
こ
ど
も
・
子
育
て
の
政
策
（
加
速
化
プ

ラ
ン
）
と
し
て
、
２
０
２
８
年
度
ま
で
に

年
間
3.6
兆
円
の
予
算
規
模
と
す
る
方
針

だ
が
、
こ
の
財
源
は
社
会
保
障
の
歳
出
改

革
や
医
療
保
険
料
に
上
乗
せ
し
て
徴
収
す

る
「
支
援
金
制
度
」
な
ど
で
賄
う
と
し
て

い
る
が
、
現
役
世
代
へ
の
実
質
的
な
隠
れ

増
税
と
言
え
る
。
政
府
は
負
担
の
議
論

か
ら
逃
げ
ず
、
消
費
税
を
含
め
た
安
定
的

な
財
源
確
保
策
を
検
討
し
、
持
続
可
能

な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
と
財
政
健
全

化
の
両
立
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

２
．
企
業
へ
の
過
度
な
保
険
料
負
担
の
抑
制

　
・
中
小
企
業
は
物
価
高
騰
に
直
面
す
る

中
で
、
最
低
賃
金
の
大
幅
な
引
き
上
げ

や
物
価
上
昇
を
上
回
る
賃
上
げ
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
厳
し
い
経
営
を
迫
ら
れ
て

い
る
。
企
業
に
対
す
る
過
度
な
保
険
料
負

担
を
抑
え
、
経
済
成
長
を
阻
害
し
な
い
よ

う
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
が
求
め
ら
れ

る
。

　
・
配
偶
者
控
除
等
の
税
の
問
題
や
年
金

等
の
社
会
保
障
の
問
題
は
、
就
労
調
整

が
行
わ
れ
る
一
つ
の
要
因
で
あ
り
、
人
手

不
足
に
直
面
す
る
中
小
企
業
に
と
っ
て
重

要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
女
性
の
就
労
を
支

援
す
る
政
策
を
含
め
、
税
と
社
会
保
障

の
問
題
を
一
括
し
て
議
論
す
る
必
要
が
あ

る
。

３
．
行
政
改
革
の
徹
底
等

　
・
行
政
改
革
を
徹
底
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
地
方
を
含
め
た
政
府
・
議
会
自
ら

が
「
ま
ず
隗
よ
り
始
め
よ
」
の
精
神
に
基

づ
き
、
率
先
し
て
身
を
削
ら
な
け
れ
ば
な

保
な
ど
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
中
小

企
業
が
相
続
税
の
負
担
等
に
よ
っ
て
円
滑

な
事
業
の
承
継
が
で
き
な
く
な
れ
ば
、
経

済
・
社
会
の
根
幹
が
揺
ら
ぐ
こ
と
に
な

る
。

⑴
事
業
用
資
産
を
一
般
資
産
と
切
り
離
し
た

本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
の
創
設
。

⑵
取
引
相
場
の
な
い
株
式
の
評
価
の
見
直

し
。

⑶
相
続
税
、
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制
度
の

充
実
。

3
．
消
費
税
を
め
ぐ
る
事
務
負
担
の
軽
減

　
政
府
は
、
軽
減
税
率
制
度
と
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
に
つ
い
て
、
国
民
や
事
業
者
へ
の
影

響
の
ほ
か
、
低
所
得
者
対
策
の
効
果
等
を

検
証
す
る
必
要
が
あ
り
、
問
題
が
あ
れ
ば

同
制
度
の
是
非
を
含
め
て
見
直
し
を
求
め

る
。

⑴
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
導
入
さ
れ
た
が
、
国

は
、
引
き
続
き
、
事
業
者
に
混
乱
が
生

じ
な
い
よ
う
制
度
の
周
知
を
徹
底
す
る
と

と
も
に
、
事
務
負
担
が
軽
減
す
る
よ
う
な

環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
課

税
事
業
者
が
免
税
事
業
者
と
取
引
を
行

う
際
、
取
引
価
格
の
引
き
下
げ
や
取
引

の
停
止
な
ど
の
不
利
益
を
与
え
な
い
よ

う
、
実
効
性
の
高
い
対
策
を
と
る
べ
き
で

あ
る
。

⑵
消
費
税
の
滞
納
防
止
は
税
率
の
引
き
上
げ

や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に
伴
っ
て
よ

り
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
消
費
税

の
制
度
、
執
行
面
に
お
い
て
さ
ら
な
る
対

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。



足
利
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

足
利
税
務
署
長
あ
い
さ
つ

本
年
７
月
の
人
事
異
動
で
足
利
税
務
署
長
を
拝
命
し

ま
し
た
三
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

東
京
国
税
局
課
税
第
一
部
国
税
訟
務
官
室
か
ら
転
任
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。前
任
の
高
橋
同
様
、よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

板
橋
会
長
を
は
じ
め
、足
利
法
人
会
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、日
頃
よ
り
税
務
行
政
に
深
い
ご
理
解

と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、足
利
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、税
の
オ
ピ
ニ

オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、租
税
教
室
へ
の
講
師
派
遣
や「
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」の
主
催
な
ど
、次
代
を

担
う
児
童
・
生
徒
た
ち
へ
の
税
知
識
の
普
及
や
納
税
意
識

の
高
揚
に
向
け
た
様
々
な
活
動
と
と
も
に
、織
姫
神
社
の

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
く
の
社
会
貢
献
活
動
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、そ
の
多
大
な
ご
貢
献
に
対

し
、深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、関
東
信
越
国
税
局
の
勤
務
は
初
め
て
と
な
り
ま

す
が
、足
利
学
校
や
鑁
阿
寺
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
と
文
化
、

そ
し
て
緑
豊
か
な
自
然
が
共
存
す
る
足
利
で
職
務
に
取
り

組
め
る
こ
と
は
、と
て
も
光
栄
で
あ
り
、ま
た
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、国
税
当
局
で
は
、経
済
社
会
の
変
化
や
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
進
展
等
を
踏
ま
え
、令
和
５
年
６
月
に「
税
務

行
政
の
将
来
像
２
０
２
３
」を
公
表
し
、「
納
税
者
の
利
便

性
の
向
上
」、「
課
税
・
徴
収
の
効
率
化
・
高
度
化
」に
加

え
、「
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
促
進
」の
３
つ
を
柱
と
し

て
、税
務
行
政
の
Ｄ
Ｘ
を
更
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

中
で
も
、「
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
」を
図
る
た
め
、日

常
使
い
慣
れ
た
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル（
ス
マ
ホ・タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
）か
ら
簡
単
・
便
利
に
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
利
用
者
目
線
を
大
切
に
し
た
施
策
を
講
じ「
あ
ら
ゆ
る

税
務
手
続
が
税
務
署
に
行
か
ず
に
で
き
る
社
会
」を
目
指

し
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、そ
の
た
め
に
は
、税
務
行
政
の
よ
き
理
解
者
で
あ

る
法
人
会
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
が
是
非
と
も
必
要
で
あ

り
、今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、足
利
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
会
員
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

足
利
税
務
署
長

三
上

　寛
治

国税庁ホームページ
年末調整がよくわかるページ

国税庁ホームページ
定額減税特設サイト

「税を考える週間」について「税を考える週間」について

お問い合わせ 足利税務署（代表）　ＴＥＬ：0284-41-3151

　毎年11月11日から11月17日は「税を考える週間」です。税務署ではこ
の期間を中心に様々な広報広聴施策を実施するとともに、税務行政に対す
るご意見やご要望をお寄せいただく機会としています。
　本年度のテーマは「これからの社会に向かって」です。この機会に、国を支
える税について考えてみましょう。
　国税庁ホームページでは、税について考える様々な情報を動画やグラフ
などで分かりやすく紹介しています。ぜひご覧ください。

令和６年分の年末調整について令和６年分の年末調整について
　令和６年分の年末調整については、例年と異なり、年末調整における定額
減税事務（年調減税事務）を行う必要があります。国税庁ホームページで
は、源泉徴収義務者の皆様に年調減税事務を円滑に実施していただくため
の情報を掲載しておりますので是非ご活用ください。
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足
利
法
人
会
女
性
部
会
に
お
い
て
、足
利
市
内

全
小
学
校
22
校
に
対
し
、「
第
13
回
税
に
関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」の
絵
は
が
き
を
募
集
し

ま
し
た
。

　
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
は
、税
金
が
毎
日
の
生

活
の
中
で
ど
の
よ
う
に
役
立
っ
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
を
小
学
生
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、

理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、け
や
き
小
学
校
、東
山
小
学
校
、桜
小

学
校
、毛
野
小
学
校
、毛
野
南
小
学
校
、山
辺
小

学
校
、南
小
学
校
、三
重
小
学
校
、北
郷
小
学
校
、

大
月
小
学
校
、名
草
小
学
校
、富
田
小
学
校
、矢

場
川
小
学
校
、筑
波
小
学
校
、御
厨
小
学
校
、葉

鹿
小
学
校
、小
俣
小
学
校
の
17
校
の
６
年
生
か

ら
６
３
４
点
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
去
る
９
月
26
日（
木
）に
専
門
家
や
税
務
署

長
、女
性
部
会
役
員
等
に
お
い
て
、慎
重
な
選
考

審
査
を
実
施
し
た
結
果
、27
名
の
作
品
が
入
賞

と
な
り
ま
し
た
。誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
な
お
、こ
れ
ら
の
入
賞
作
品
の
ポ
ス
タ
ー
を
市

内
公
共
施
設
及
び
ス
ー
パ
ー
等
に
11
月
下
旬
か

ら
12
月
下
旬
頃
ま
で
展
示
し
て
い
た
だ
き
、多
く

の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の

左の絵と右の絵には相違点が
７か所あります。
見つかりますかな？

（答えは6ページにあります）

『連獅子』

実
施
結
果

実
施
結
果

税
に
関
す
る

法人会長賞 女性部会長賞金  賞

御厨小学校
原田 知輝さん

富田小学校
 嶋田 朱里さん

矢場川小学校
松村 光さん

小俣小学校
赤間 日陽里さん

銀  賞 銅  賞

御厨小学校
小川 心さん

大月小学校
松本 聖さん

御厨小学校
稲村 葵さん

北郷小学校
平田 杏南さん

足
利
税
務
署
長
賞

小俣小学校
山上 真央さん

矢場川小学校
齋藤 誇生さん

5　足利法人会だより 第171号



古
庄
　
拓

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ッ
ク 

執
行
役
員

賃
上
げ
に
よ
る
人
件
費
Ｕ
Ｐ
を
吸
収
す
る

生
産
性
向
上
の
ポ
イ
ン
ト

賃
上
げ

生
産
性
向
上

①蝶の大きさ（左上） ②松の数（中上） ③親獅子の目線（右上） ④子獅子のアゴの隈（左中） ⑤獅子頭の向き（左下）
⑥扇子の影（中下） ⑦親獅子の袴のボタン柄（右下）

間違い探しの答え

　
１０
月
１
日
か
ら
全
国
で
最
低
賃
金
の
見
直
し

が
行
わ
れ
、今
年
の
全
国
加
重
平
均
額
の
引
き

上
げ
額
は
５１
円
と
過
去
最
高
額
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
先
駆
け
て
今
年
６
月
に
実
施
さ
れ
た
全

国
法
人
会
総
連
合
の『
景
況
感
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト（
６
月
度
）』に
よ
れ
ば
、「
今
年
度
、御
社

で
は
賃
上
げ
を
実
施（
予
定
を
含
む
）し
ま
し
た

か
？
」に
対
し
て
、「
１
位 

正
社
員
・
非
正
社
員

と
も
に
実
施（
４０
・２
％
）」「
２
位 

正
社
員
の
み

実
施（
３３
・
５
％
）」と
、物
価
上
昇
へ
の
対
応
や

人
材
の
採
用
・
流
出
防
止
の
た
め
に
既
に
多
く

の
企
業
が
賃
金
引
き
上
げ
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。そ
し
て
、非
正
社
員
に
関
し

て
は
１０
月
の
最
低
賃
金
引
き
上
げ
で
、さ
ら
な

る
引
き
上
げ
を
迫
ら
れ
る
企
業
も
あ
る
で
し
ょ

う
。少
子
化
の
加
速
に
伴
っ
て
人
件
費
Ｕ
Ｐ
は

今
後
も
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
り
、原
資
の

ね
ん
出
に
頭
を
抱
え
て
い
る
経
営
者
も
多
い
と

思
わ
れ
ま
す
。本
記
事
で
は
、人
件
費
の
増
加
を

吸
収
す
る
た
め
の
生
産
性
向
上
の
ポ
イ
ン
ト
を

解
説
し
ま
す
。

　
人
件
費
の
増
加
を
吸
収
す
る
た
め
に
は
、労

働
者
の「
時
間
当
た
り
生
産
性（
付
加
価
値
）」を

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。時
間
当
た

り
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
い
く
つ
か

の
視
点
が
あ
り
ま
す
が
、ま
ず
中
長
期
で
実
現

す
べ
き
は「
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
単
価
、顧
客
単
価

の
引
き
上
げ
」で
す
。も
ち
ろ
ん
簡
単
な
話
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、単
価
上
昇
を
実
現
す
る

た
め
に
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
改
善
し
、利
益
率
や

単
価
の
高
い
製
品
・サ
ー
ビ
ス
、顧
客
層
を
分
析

し
、そ
こ
に
注
力
し
て
い
く
こ
と
が
経
営
者
の
仕

事
と
し
て
必
要
不
可
欠
で
す
。売
上
に
加
え
て
、

製
品
や
顧
客
別
の
粗
利
・
貢
献
利
益
を
し
っ
か

り
と
確
認
し
て
手
を
打
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
同
時
に
、短
期
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は

「
社
内
の
生
産
性
向
上
」で
す
。事
務
作
業
や
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
業
務
が
見
直
さ

れ
る
こ
と
な
く
、前
例
踏
襲
ま
た
は
属
人
的
に

進
め
ら
れ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。業
務
を
ミ
ス

な
く
回
す
と
こ
ろ
か
ら
、も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で

業
務
を
改
善
す
る
・
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
社
員
、と
く
に
リ
ー
ダ
ー
層
の
責
任
・
評
価

ポ
イ
ン
ト
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。こ
の
５
年

１０
年
で
大
き
な
お
金
を
か
け
ず
に
自
動
化
で
き

る
範
囲
、業
務
委
託
等
に
外
注
で
き
る
範
囲
は

飛
躍
的
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。こ
の
作
業
が
本

当
に
必
要
か
と
い
う
視
点
に
加
え
て
、人
を
直

雇
用
し
て
担
当
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
の
か
、

自
動
化
や
外
注
が
で
き
な
い
の
か
と
い
う
見
直

し
が
大
切
で
す
。

　
前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
人
手
不
足
感
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、御
社

の
雇
用
状
況
は
？
」と
い
う
設
問
に
対
し
て
、

「
１
位 

不
足（
５５
・０
％
）」と
人
手
不
足
を
感
じ

て
い
る
企
業
が
過
半
数
で
あ
り
、さ
ら
に「
人
手

不
足
の
対
策
に
は
何
が
有
効
だ
と
考
え
ま
す

か
？
」と
い
う
質
問
に
対
す
る
回
答
の
圧
倒
的

１
位
は「
労
働
条
件
・
待
遇
を
改
善
す
る（
７０
・

２
％
）」と
な
っ
て
い
ま
す
。実
際
に
、新
規
採
用

を
成
功
さ
せ
た
り
若
手
の
流
出
防
止
を
す
る
う

え
で
、業
界
平
均
の
待
遇
水
準
を
確
保
で
き
な

い
と
採
用
や
定
着
の
ハ
ー
ド
ル
は
一
気
に
上
昇

す
る
状
況
で
す
。人
件
費
Ｕ
Ｐ
は
避
け
て
通
れ

な
い
か
ら
こ
そ
、払
う
べ
き
従
業
員
に
き
ち
ん
と

待
遇
向
上
で
き
る
よ
う
に
生
産
性
の
向
上
・
直

雇
用
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
が
必
須
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

■
筆
者
紹
介

　
古
庄
　拓（
ふ
る
し
ょ
う
・た
く
）

　
　
１
９
８
３
年
生
ま
れ
。慶
應
義
塾
大
学
卒
業

後
、株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ッ
ク
に
入
社
。中
小
企

業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
対
象
と
し
た
社
員
研

修
や
採
用
支
援
の
提
案
・
企
画
、管
理
職
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
業
化
、新
卒
メ
デ
ィ
ア
の
立

ち
上
げ
等
を
経
て
、同
社
執
行
役
員
。人
材
育

成
や
採
用
支
援
の
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
信
し

て
い
る
。

法人会は、健全な納税者の団体、良き経営者を目指す者の団体です。

足利法人会では、新会員を募集しています。
会員の皆様のお知り合いの方をご紹介ください。新会員募集のお知らせ

TEL43‒2866　FAX43‒2867お問い合わせ 会員募集のお問い合わせ、又は、お申込みについては、
当会事務所までお願いいたします。

1 税に関する
研修会などの開催 2 講演会・

セミナ－などの開催 3 税に関する
情報などの発信

4 法人会独自の
福利厚生制度 5 社会貢献活動等 6 会員相互の交流、

その他の事業
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７
月
24
日（
水
）足
利
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い

て
、Ｍ
Ｄ
部
会
主
催
の
第
３
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。暑
さ
の
厳
し
い

中
、板
橋
会
長
や
相
馬
前
会
長
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
、８
組
31
名
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。当

初
５
月
28
日
に
開
催
予
定
で
し
た
が
、雨
で
延
期
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、8
月
28
日（
水
）に
は
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
の
募
金
収
益
８
万
９
千
円
を
足
利
市
内
の

小
学
生
の
図
書
購
入
費
と
し
て
寄
附
い
た
し
ま
し

た
。長
部
会
長
か
ら「
足
利
市
の
子
供
た
ち
の
読
書

活
動
に
使
っ
て
ほ
し
い
。」と
大
島
教
育
長
へ
目
録
を

贈
呈
し
、教
育
長
か
ら
は「
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。昨
年
と
同
様
に
電
子
図
書
購
入
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

「
2
0
2
4
年
の
夏
」

会
員
寄
稿
コ
ー
ナ
ー（
十
一
）

　
記
録
的
に
暑
か
っ
た
夏
が
終
わ
り
ま
し
た
。パ
リ
・オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
感
動
を
も
ら
い
、高
校
野
球
の
選
手
宣
誓
に
感
銘
を
受
け
、も
は

や
人
間
業
と
は
思
え
な
い
自
身
の
記
録
を
塗
り
替
え
続
け
る
大
谷
選
手
に

感
激
し
た
熱
い
夏
で
し
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、競
技
が
行
わ
れ
る
前
に
メ
ダ
ル
が
予
想
さ
れ
、「
メ
ダ

ル
至
上
主
義
」に
疑
問
を
持
ち
な
が
ら
も
、メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
選
手
自
身

が
喜
ん
で
い
る
姿
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。や
り
投
げ
の
北
口
榛
花
選
手

の
笑
顔
や
体
操
男
子
団
体
戦
で
の
演
技
は
、今
も
目
に
浮
か
び
、東
京
で
叶

わ
な
か
っ
た
有
観
客
の
試
合
で
の
応
援
の
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　「
宣
誓
、僕
た
ち
に
は
夢
が
あ
り
ま
す
」1
0
0
年
前
に
誕
生
し
た
甲
子
園

球
場
が
野
球
の
聖
地
と
な
り
、こ
こ
で
日
本
一
に
な
る
夢
、こ
の
先
1
0
0
年

も
聖
地
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
夢
。努
力
し
た
と
し
て
も
報
わ
れ
る
と
は
限

ら
な
い
が
、努
力
し
な
く
て
は
報
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
だ
と
改
め
て
教
え
ら

れ
ま
し
た
。

　
打
撃
に
専
念
し
た
こ
の
夏
の
大
谷
選
手
は
、メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
歴
史
を

塗
り
替
え
る「
50
本
塁
打
‐
50
盗
塁
」を
達
成
し
ま
し
た
。ど
ん
な
に
凄
い
記

録
を
残
し
て
も
、少
年
の
ま
ま
の
楽
し
そ
う
に
野
球
に
取
り
組
む
姿
を
見
る

と
、同
じ
時
代
に
生
き
て
い
る
喜
び
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。「
憧
れ
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
」W
B
C
の
決
勝
戦
前
の
円
陣
で
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
語
っ
た
け

れ
ど
、世
界
中
か
ら
憧
れ
ら
れ
る
存
在
と
な
っ
た
大
谷
選
手
。今
後
の
更
な

る
活
躍
と
成
功
が
楽
し
み
で
す
。

　
つ
い
に
40
℃
を
越
え
て
し
ま
っ
た
お
隣
の
佐
野
市
。足
利
も
同
じ
く
暑
か
っ

た
と
み
え
て
感
熱
紙
の
レ
シ
ー
ト
が
消
え
て
い
ま
し
た
。来
年
は
ほ
ど
ほ
ど
の

暑
さ
で
、と
祈
り
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
足
利
法
人
会

　
　副
会
長（
女
性
部
会
長
）
　鈴
木

　暁
子

　
　
　
　
　
　
　
　  ﹇
鈴
木
産
業
株
式
会
社

　監
査
役
﹈

左から星野副部会長、梅原副部会長、大島教育長、
長部会長、小林副部会長 　

去
る
１０
月
３
日（
木
）に
第
４０
回
法
人
会
全
国
大

会（
鹿
児
島
大
会
）が
鹿
児
島
市
の「
城
山
ホ
テ
ル
鹿

児
島
」で
全
国
か
ら
１
，７
０
０
名
余
の
大
勢
の
参
加
者

の
中
、盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
会
か
ら
は
、板

橋
会
長
と
相
川
専
務
理
事
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

　
来
賓
に
は
、国
税
庁
長
官
を
初
め
関
係
機
関
の
代

表
者
等
、多
数
の
方
々
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。第
１
部
の
式
典
で
は
、会
員
増
強
や
福
利
厚
生

制
度
推
進
表
彰
、令
和
７
年
度
税
制
改
正
提
言
の
報

告
、租
税
教
育
活
動
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。第

２
部
の
記
念
講
演
で
は
、Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
会
長
片
野
坂
真
哉
氏
か

ら「
危
機
下
の
経
営
戦
略
を
語
る
〜
新
型
コ
ロ
ナ
禍

で
大
打
撃
を
受
け
た
航
空
業
界
〜
」と
題
し
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。第
3
部
の
懇
親
会
で
は
、立
食
形

式
で
、薩
摩
焼
酎
や
薩
摩
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が

ら
、他
の
法
人
会
と
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

第
40
回
法
人
会
全
国
大
会

（
鹿
児
島
大
会
）を
開
催

Ｍ
Ｄ
部
会
主
催

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の

開
催
及
び
寄
附
金
贈
呈

チャリティーゴルフコンペ参加者の皆さん

第４０回法人会全国大会（鹿児島大会）に参加の
栃木県法人会の皆さん
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法
人
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

優良映画鑑賞会の開催及び足利市こども夢基金に寄附金を贈呈

食料品等を「フードバンクあしかが」へ寄付しました。

　去る８月２７日(火)にあしかがフラワーパークプラザ・文化ホールにお
いて、優良映画鑑賞会を実施しました。
 映画はディズニー・アニメーション・スタジオが贈る「モアナと伝説の
海」でした。
　当日は猛暑日でしたが、夏休みで日焼けした大勢の子供たちを含め
４２３名もの多くの方々が映画鑑賞に来てくれました。
　夏休みの思い出の１つになれば幸いです。また来年、多くの皆様のご
来場をお待ちしております。
　

　同日、映画の上映に先立ち、板橋会長から足利市健康福祉部の岡田
和之部長へ、足利市の子供たちのために、足利市子ども夢基金への寄
附金を贈呈いたしました。
　その後、岡田部長から、謝辞及び感謝状の贈呈がありました。

　足利法人会女性部会では、食品ロス問題に取り組
んでいます。８月末に女性部会員を中心に多くの会
員の皆様から、ご家庭にある使用予定のない食料品
等をご提供いただき、９月１０日（火）鈴木女性部会
長、帆足・亀山・小幡副部会長から、フードバンクあし
かがの高沢代表と吉田さんへ寄付いたしました。

※日程等については、都合により変更になる場合があります。
　詳細は事務局へお尋ねください。

今後の主な行事予定
令和６年

令和７年
■全国青年の集い“福井大会”
■織姫神社清掃奉仕
■決算期別法人税等説明会
■納税表彰式
■税制改正提言書提出
■年末調整説明会
■新設法人説明会

１１月　７～９日
１１月 １２日（火）
１１月 １２日（火）
１１月 １４日（木）
１１月 ２０日（水）
１１月 ２１日（木）
１２月 １０日（火）

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■e-Tax利用促進研修会 １２月 １３日（金）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■新春講演会及び新年合同賀詞交歓会
■決算期別法人税等説明会
■第3回理事会

 １月 １４日（火）
 2 月 １２日（水）
 ３月 １３日（木）

 年間４回発行している「足利法人会だより」に折込広
告を募集いたします。皆様が作成した広告（Ａ４かＡ３
に限る）を法人会だよりの封書に同封いたします。
　同封手数料及び郵送料の一部負担としてＡ４で２
万円2千円（消費税込）の負担金をいただきます。
　詳しくは、法人会事務局へお問い合わせください。

広告 ？を出して
みませんか

足利法人会の会員企業の皆様ならどなたでも無料で５００タイ
トル以上のインターネットセミナーを受講いただけます。昨年
は、1ヵ月当たり約620件のアクセスがあり、大変好評でした。
ぜひ、ご活用ください。

足利法人会ホームページ左下の

のバナーをクリックしてください。
インターネットセミナー

会員専用IDとパスワード
パスワード会員ID

0713 2866

会員の
皆様へ！

インターネットセミナーのご 内案

左から帆足副部会長、
小幡副部会長、
鈴木部会長、
亀山副部会長、
高沢代表、吉田さん

公益社団法人
足利法人会

■発行所／

■発行人／会長  板橋 信行　■広報委員長／尾花 正一　■印刷デザイン／足利印刷㈱

〒326-0801 栃木県足利市有楽町835番地（商工会議所北事務所内）
TEL 0284-43-2866  FAX 0284-43-2867

http://www.acs-net.jp/̃ashihou/ asihou＠watv.ne.jp

●●●会社名、代表者、所在地、資本金等の変更がありましたら、法人会事務局にご連絡ください。●●●
本製品は、①適切に管理されたFSC®認証林およびその他の管理
された供給源からの原材料で作られた紙を用いて「森林資源保全」
に配慮して、②GP認定工場で印刷し、発行しています。

左から板橋会長、岡田健康福祉部長

上映前に足利市子ども夢基金へ寄附金の贈呈


